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營
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右
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狀
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。
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又
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右
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あ
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。
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狀
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狀
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滯
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滯
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い
の
で
あ
づ
て
、

：

右
弘
加
皂
大
家
主
の
數
及
び
そ
の
勢
力
はこ
の
調
嵛
に全
く
現
れ
て
居 

な
い
と
：1衣
ろ
て
ょ
い
0̂

'0
他
本
調
茶
が
幾
多
の®:
大
な
不
備
を
藏
す
る
こと
を

認
め
る
と

.共
に
、
更
に
完
全
な
調
茶
が何
人

か

の手 

に
侬
っ
て
行
は
る\
こ
士
を
祈
っ
て
擱«;
す
る
0

附
記
，
本
稿
は
產
味
る
十
月
に
開
催
さ
れ
た
全
馨
市
問
題
會
議
籍
免
を
行
ふ
爲
.ぬ
に
讓
せ
ら
れ
て
居
た
も
客 

の
黧
遂
に
期
日
に
媸
れ
、
.同
會

議

：の

へ

硏

究

報

告

書

中

に

收

軟

さ

：れ

を

、

に

發

表

し

た

の

で

t

o
こ 

の
問
題
を
取
上
げ
る
に
っ
き
或
は
そ
の
後
の
研
究
に
對
し
て

、
絕

ぇ

ず

犬

な

る

示

唆

と

鲠

達

と

.を

與

へ

て

下
す
っ
た
本
熟
の
奥
井
敎
授
は
じ
め 

そ
の
孔
懇
切
な
る
敎
示
を
與
へ
て
頂
い
た
方
々
或

.は
調
査
の
實
行
に
十I

一

分

の

便

宜

を

與

へ

；
て

II
い
た
力
々

.の
霞
意
に
對
し
て
、
こ
の
紙
上 

.

を
利
用
し
て
摩
く
感
課
の
意
を
表
し
た
い

0
即
ち
眾
京
府
の
下
松
魅
會
事

_
由
窜
及
び
金
社
會
遵
業
主
事
補
、
草
間
幼
少
牢
保
譴
所
長
、
同
潤 

省
め
細
木
住
宅
屢
及
び

.乾
_
淹
踝

^
そ

;0
他
の

.諸
氏
か
ら

«
め

て

蓮

道

敎

示

に

預

り

、
警
視
廳
村
地
官
房

_
及
び
安
方
警
部
、
四 

.
パ
；谷

.富
坂

.南
千
往

^
橋

の

各

臀

察

、

ボ

、

南

千

住

禳

の

尾

渺

聲

部

、
板

橋

|
柴

嵴

巡

气

谷

町

，
小

歡
¥
河

^

.一

查
諸
氏
、
そ

.0
他
の
方
々
か
ら
は
、

:̂
石
場
合
に
ヾ
は
か
な
り
の
犠
牲
に
も
拘

.ら.ず

_ 3
次
第
で
あ
る
。
わ
け̂

^
熟
の
都
市
及
社
會
事
業
硏
究
會
並
に
產#
研
^
！

會
員
た
る
學
生
諸
君
が̂'
與
へ
ら
れ
た
多
大
の
援
助
な
く 

ノ

'.
.
.
'

し

て

は

、

こ
の
欄
夜
は
筆
者
にと
っ
て

過
大
の
負
擔
であ
り

從
.っ
ゼ
こ
れ
だ
吹
の
も
の
も
到
底
遂
行
し
得
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
_
o
:
こ
れ
等
の 

:
:

潴
君
に
4
厚
く
感
謝
管
を
表
し
た
：いo.(

昭
和
九
年
十
一
月

11

十
六
日)

不

良

佳

宅.改
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事
業
の
极
本
方
針

.

W

不
良
住
宅
の
家
主
に
關
す
る
閼
查
に

就

い

て
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